
『リペアーチ®』（トンネル活線更新技術）

矢板工法で施工され老朽化した道路トンネルの覆工を更新する技術。トンネルの安定性確保と安全な
通行空間確保を兼ねた内部支保工(隔壁)を設置することにより，防護プロテクタを必要とせず，昼夜
問わずに一般車の安全な通行を確保しながら，経済性に優れた急速な施工が可能となる。1車線を供
用しながら左右片側ずつ、ドラムカッターで既設覆工の切削，新設覆工を構築する。

【従来技術の一例】

作業空間で断面増

課 題

プロテクタで工費増

1

検討断面

解 決 策 特長：左右分割施工 ＆ 地山掘削無し

目標工費＝約¥500万/m ＜ ¥800万/m（従来）

【施工状況イメージ】 【完成イメージ】
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【既設トンネル】 【完成イメージ】

0
.
3
5

0.5

0
.
3
5

R4
.1

8.2

4
.
1

2
.
2
63

3
.
6
4

0.5

（単位:m） （単位:m）

建築限界 建築限界

25-12



®

施⼯フロー

2

事 前 補 修

事 前 調 査

トライアル影響計測

トンネル補強⼯

覆⼯コンクリート切削

新設覆⼯構築⼯

完 了
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⼯
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【分割施⼯】

Step1:アーチブロック
境界部切削

Step2:撤去部構築
〜境界部切削

Step3:境界部構築
〜ﾌﾞﾛｯｸ中央切削

【⽚押し施⼯】

Step1:既設覆⼯切削 Step2:新設覆⼯構築

①片側占用　+　側壁補強ロックボルト打設（左右切替施工）

②通行止め　+　内部支保工設置

車道

③肩部既設コンクリート切削

④差し筋アンカー打設～鉄筋組立～足付けコンクリート打設

既設鋼製支保工を利用して一次覆工（吹付）

内部支保工応力・アンカー軸力を計測しながら、

構造安定性を維持できる範囲まで撤去

車道

背面空洞は事前に充填

隔壁設置

車道

⑤足付け部(2)　③・④繰り返し

⑥大間(1),(2)　③・④繰り返し

⑦内部支保工盛替え(通行止め）～占用切替 + ③～⑥

⑧内部支保工撤去～天端部覆工接続

車道

車道

車道

車道

簡易移動式プロテクタ

②

施⼯⼿順

①⽚側占⽤+側壁補強ﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ打設(左右切替施⼯)

②通⾏⽌め+内部⽀保⼯設置

③肩部既設Con切削(⾜付け奇数ﾌﾞﾛｯｸ)

④新設Con構築(⾜付け奇数ﾌﾞﾛｯｸ)

既設鋼アーチ支保工を利用して吹付工

⑤⾜付け偶数ﾌﾞﾛｯｸで③・④繰り返し

⑥⼤間奇数・偶数ﾌﾞﾛｯｸで③・④繰り返し

⑦内部⽀保⼯盛替え(通⾏⽌め)〜占⽤切替+ ③〜⑥

⑧内部⽀保⼯撤去〜天端部覆⼯接続
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『リペアーチ®』（トンネル活線更新技術）

3

設備配置

特 長
①交通確保…片側1車線分の一般車両通行
帯を確保して通行止め作業を削減。

①
⑤②④

⑤

②コスト削減…従来の大掛りなプロテクタが不要。
ドラムカッターは汎用機に装備可能。

③工期短縮…天端覆工は切削不要。内部支
保工の設置撤去が短時間。切削速度は平均
1.5m3/h(専用油圧ポンプ稼働時)。

④安全作業…車両通行帯の直上作業無し。切
削は低振動(下図)、既設覆工は剥落しない。

⑤構造安定性…工事中は内部支保工がトンネ
ルを安定化。完成後は天端にＲＣ構造体を構
築。
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２kine

1.5m以上の離隔で

振動は2kine以下に減衰

鋼製支保工H150

外幅6m

高さ6m

500mm

作業帯
3.25m

【模擬トンネル】 【切削機】

0.45m3BH

ドラム
カッター

【縦断図】

【平面図】

③
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